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鉄 (Fe) は常温で強い磁場を印加すると磁石になるが，770 ◦C でその性質が失われる．
このような強磁性体の相転移を記述するモデルの一つに Ising模型がある．古典 Ising模
型は，d 次元格子 Zd 上のスピン配置 σ· : Zd → { −1, +1 } が確率的に実現されるとする
モデルである．この模型に対する相転移・臨界現象については [4]に詳しい．
一方で，量子力学的には，スピンは作用素によって表されるべき対象である．具体的に

は，古典系のスピン配置 { σx }x∈Zd を Pauli 行列で置き換え，横磁場を印加する．この
ように扱うことで，例えば，絶対零度でも横磁場を変化させるによって相転移が起きるな

ど，古典系には無かった興味深い性質が現れる．ところで，量子 Ising模型は格子空間に
連続な時間軸を加えた “時空間の Ising模型”（スピンは古典的）と対応することが知られ
ており，その時空間上の確率幾何的表現を用いて種々の相関不等式が得られている [2, 3]．
講演者らは特に，量子効果を加えたとき，平均場的な振る舞いが古典系からどの程度ず

れるかということに関心がある．量子 Ising模型における平均場臨界現象の数学的な解析
は Bjönberg [1] によって行われているが，その論文では温度パラメータを固定した状況
で相互作用係数や横磁場を変化させたときの応答について示されている．古典系からのず

れという観点からは，相互作用係数や横磁場を固定した状況で温度を変化させたときの応

答を調べたい．

本講演ではこの温度変化に対する応答という問題について現在までに得られた結果を紹

介する．それに際しては，d 次元量子 Ising模型は極限の意味で d + 1 次元古典 Ising模
型と等価であること [5]に基づき，時空間ではなく古典系での確率幾何的表現のみを用い
た．モデルの詳しい定義や定理の内容については，講演の中で述べる．
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